
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２日（金）６年生が劇団四季のミュージカル 

「ジョン万次郎の夢」を岡山市民会館で鑑賞しまし 

た。「こころの劇場」として知られるこの児童招待 

公演が，コロナ禍を経て久々の開催となりました。 

私も同席させてもらいましたが，生の舞台だからこ 

そ伝わってくる感動がありました。主人公のジョン万次郎は，幕末から明治にかけて通

訳や航海士として活躍して，日米の架け橋となったことで有名です。このミュージカル

を見て，遭難した万次郎を救いアメリカで大切に育て，万次郎に高度な教育を受けさせ

たホイットフィールド船長の愛情の深さを改めて知りました。家庭教育学者のドロシ

ー・ロー・ノルトの「仲間の愛の中で育った子は世界に愛をみつけます」という言葉を

思い出しました。ホイットフィールド船長の愛情が世界を舞台にした万次郎の活躍をつ

くったように思えたのです。驚くことに，万次郎の中濱家とホイットフィールド船長の

一家はその後 100 年以上も交流を続け、現在は「日米草の根サミット」というお互いの

国を訪問するイベントを行っているのだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 
１月３１日（水）一年生の昔遊びのゲスト

ティーチャーとして，たくさんの地域の

方々が協力してくださいました。おかげさ

まで，子供たちは楽しく活動でき，あっと

いう間に時間が過ぎました。 

１月２９日（月）茶道クラブの様子。着物姿の冨

士原さんと末広さんが，心地よい緊張感をつくっ

てくれます。子供たちの背筋もピンと伸びて，い

つもの教室が茶室に変わります。この日はちょう

ど，クラブ見学の日でした。廊下から３年生が真

剣にその様子を見学していました。 


